
実 施 年 度 令和４年度

事務事業名 担 当 課 名 学校教育課

【Do】　実施・実行 【Check】　点検・評価

■具体的取組 ■成果指標の具体的検証結果

■インプット（投入金額等）

　事業費等

■アウトプット（数量等）

　実施回数等

※ＫＰＩ … 重要業績評価指標。Key Performance Indicatorの略。アウトカムの達成度を具体的に示す指標（数値）をいう。

○全体　28,754千円
【主な内訳】
　・報償費　　　　　　　　3,697千円
　・需用費　　 　　　　　　　55千円
　・役務費　    　　　　　　690千円
　・委託料　 　　　　　　23,980千円
　・会場使用料　　　　　  　 15千円
　・負担金補助及び交付金　　317千円

■成果指標（アウトカム・ＫＰＩ） ※

【目標値】
○小学校6年生対象の英語４技能検定
（GTEC）において、市平均スコアで全国平
均以上、市の平均GRADE4
○中学生希望者対象の実用英語技能検定の
実施において、全級の合格率80％以上

【達成値(R4実績値)】
○英語4技能検定（GTEC）
　市平均スコア … 372.2（GRADE4）
　全国平均スコア…362.3
○実用英語技能検定
　受験者総数170人（W受験14人を含む）
　合格者数149人　全級の合格率87.6%
  内訳　  2級: 1人(50.0%)
　　　　準2級: 8人(66.7%)
  　　　　3級:50人(89.3%)
　　　　　4級:53人(85.5%)
     　　 5級:37人(97.4%)

①英語4技能検定    小6児童179人受験
②実用英語技能検定　2回実施170人受験
③中学生英語クラブ（Hi-Ec）
　実施回数…35回　延べ参加人数…328人
④各種イベント
　・ハロウィーンパーティー　98人参加
　・クリスマスイベント　　　93人参加
　・Hi-Ecパークゴルフ大会　 12人参加

　市内小学校6年生を対象に実施した英語4
技能検定（GTEC）では、実施以来初めて市
内全ての小学校で全国平均を上回るスコア
となり、GRADEも最上位の4を記録した。学
校間格差が縮まり、全体の学力水準が高
まっている。

　中学生対象の実用英語技能検定について
は、市内準会場での実施を始めて3年目と
なる。上位の級を受験する生徒も増えつつ
あり、全体の合格率も昨年度を上回る
87.6%となった。検定料の補助金について
も、受験を後押しする制度として効果的に
機能している。

　中学生英語クラブ（Hi-Ec）について
は、年間35回実施した。夏のイングリッ
シュキャンプについては実施できなかった
が、初の試みとして、パークゴルフ大会を
行った。幅広い年代や国籍を超えた交流を
地元の施設で行うことができ、参加者の評
価も上々であった。

　各種イベントについては、小学生を対象
に10月にハロウィーンパーティー、12月に
クリスマスイベントを実施した。いずれも
恒例行事として認知されつつあり、年々参
加者が増えている。特に、ハロウィーンに
ついては、三本松商店街やJR三本松駅の全
面協力の下、毎回盛大なイベントとして実
施できており、地域との連携も進んでい
る。

■目的 ■検証結果を受けての具体的対応

　本市教育の大綱の重点施策に基づき、英
語教育における探求的な学習を通して、
「国際化に対応できる能力や考え方、態
度」を育て、自己の生き方を考えることが
できるようにする。

①教育課程特例校としての特別教育課程
　・1・2年生　英語科　年 35時間
　・3・4年生　英語科　年 70時間
　・5・6年生　英語科　年105時間
②英語4技能検定（GTEC）の実施
③実用英語技能検定の準会場実施
④中学生英語クラブ（Hi-Ec）の実施
⑤各種イベントの開催

（インプット・アウトプットに対するアウトカムの
達成状況はどうか、また、達成できていない場
合の原因は何なのか等の検証結果を具体的
に記載）

　発達段階の節目で効果測定があり、小学
生のGTECや中学生の実用英語技能検定が、
自身の学力を知るよい指標となっており、
その結果についても、一定の成果を収めて
いる。しかし、国の学力指標である「中3
で英検3級相当以上の割合50%以上」にはま
だ到達していないため、今後も様々な方法
で受験の勧奨をし、全体の学力向上を図っ
ていく。
　また、これまでは小学校の教育課程に力
点を置いた指導をしていたが、今後はこど
も園での英語教育にも注力することで、
幼・小・中・高のスムーズな連結を図り、
より高い教育効果が生まれるような体制整
備を進めていく。
　コロナ禍の制限が緩和され、次年度に再
開を目指す事業の見通しが立っている。夏
のイングリッシュキャンプについては、中
学生が他校の生徒やALTと交流できる絶好
の機会であるため、学習の成果を発揮する
体験活動の場として実施したい。また、3
年間中断していた国際交流事業について
も、オンラインによる交流だけでなく、
様々な機会を活用して外国人を招聘した
り、実際の交流に向けて現地視察を行った
りすることで早期の交流再開を目指す。
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